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3歩先の施工ポイント

窓枠取付け用下地を施工し、外壁面
に構造用合板を張る。
ダブルLow-Eトリプルガラスは重量
があるため、窓枠取付け用下地は、
H45mm以上の材を用いること。
左右の窓枠取付け用下地には、構造
用合板と同じ厚みの「面合わせ材」を
取り付ける。
構造用合板の上にポリスチレンフォー
ムを張り付け、継目には防水気密テー
プを張る。
窓枠取付け部にはポリスチレンフォー
ムと同じ厚みのふかし材を取り付け、
防水気密テープを張り、止水ラインを
壁面と揃えておく。
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構造用合板

面合わせ材

窓枠取付け用下地

H45以上の材

ポリスチレンフォーム

防水気密テープ

ふかし材
W60

窓まわりの防水気密テープは、
接着性を高めるために、両面
アクリルタイプを使用する

窓まわりの防水気密テープは、
接着性を高めるために、両面
アクリルタイプを使用する

ふかし材は、窓枠の釘打
ちフィンが十分に掛かる
見付け寸法（60ｍｍ程度）
のものを使用する

ふかし材は、窓枠の釘打
ちフィンが十分に掛かる
見付け寸法（60ｍｍ程度）
のものを使用する
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